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一般社団法人 日本衣料管理協会 

2022年度 事業計画書 

 
概 要 

 当協会は、繊維製品の品質の管理に関する知識および技術の普及向上を図ることにより、繊維製

品の生産、流通および消費の改善合理化に寄与するとともに国民の健全な衣生活に資することを目

的としている。この目的を実現するために、主に衣料管理士（ＴＡ）および繊維製品品質管理士

（ＴＥＳ）の認定、並びにＴＡ・ＴＥＳ資格者の育成・発展策を推進してきた。 

 2021年度は当協会創立 50周年の節目の年であり、12月 6日に周年記念事業を実施した。コロナ

禍にあり式典・講演会・祝賀会の開催が直前まで危ぶまれたが、無事に開催することができ新たな

ステップを踏み出した。しかし、当初計画していた協会事業のなかには新型コロナウイルス感染症

の拡大により、やむを得ず中止・延期した企画もある。一方、コロナ禍によりＴＡ養成大学では対

面授業が行えず、繊維・ファッション産業においても倒産や大量閉店などが散見され、当協会を取

り巻く環境は厳しい状況下にある。 

 このような情勢の下、今年度は、2021年度から 2022年度に延期された 50周年記念事業を実施

するとともに、次の節目に向けてＴＡ、ＴＥＳの基本を考える年度と位置付けたい。 

 

Ⅰ．2022年度事業計画のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．衣料管理士（ＴＡ）のレベルアップ、認知度向上、活性化を図る 

  衣料管理士（ＴＡ）の養成環境は、18歳人口の減少、大学・短期大学における被服学科の

減少などにより深刻化しているが、各大学が持ち味を発揮し工夫しながら対応している。 

当協会は、ＴＡワーキングを立ち上げ、ＴＡのレベルアップを模索し、ＴＡが自ら基本を

勉強することが自信につながり、それが就職活動に結びつくものと考え、2023 年度より卒

業前に『最終試験』を導入することとした。また、1級ＴＡ取得の大学院修了生のために専

修資格を導入し、より専門的に繊維・ファッション・流通・消費などの関連分野を学んだ学

生のモチベーションを高めたいと考えている。さらに、より社会で役立つ資格となるようＴ

Ａの認定基準を見直し、一人でも多くのＴＡが繊維・ファッション関連業界に就職できるよ

う広報活動も推進する。その意味で、2022年度はＴＡの基本を考える年度とする。 

２．繊維製品品質管理士（ＴＥＳ）の社会的価値を高めるために、将来構想を策定する 

  2020 年、2021 年とコロナ禍にあり、ＴＥＳ受験者数が減少するとともに、試験会場の確

保に苦慮している。2022年度は、第 41回ＴＥＳ試験を 6試験場で実施する。ＴＥＳは関連

業界に浸透しつつあるものの、まだ開拓の余地がある。ＴＥＳが社会で果たすことのできる

役割、社会がＴＥＳに求めている役割などを考えながら、ＴＥＳの価値の向上、ＴＥＳ資格

者のレベルアップ、社会へのＰＲなど、ＴＥＳ将来構想プロジェクトで検討する。そして、

ＴＥＳ資格が社会でより一層認知され、評価されるよう、2022 年度はＴＥＳの基本を考え

る年度とする。 
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Ⅱ．具体的活動計画 

１．衣料管理士（ＴＡ）関連事業 

（１）ＴＡワーキング〔基準部会、大学部会〕 

   ＴＡワーキング（2020年 10月発足）では、ＴＡの質の向上、認知度の向上、資格制度の見

直しなどを行い、大学を卒業したＴＡが社会の様々な分野で活躍できるように検討を重ねてい

る。また、（一社）日本アパレル・ファッション産業協会など他団体と連携し、ＴＡのＰＲを

進める。 

  〔ワーキングメンバー〕 

    大塚美智子委員、牛田智委員、藤田雅夫委員、秋浜実和委員、小倉妙子委員、 

永野孝志委員、濱田仁美委員、諸岡晴美委員、島﨑恒藏副会長、ＴＡの集い幹事代表者

など 

  ①最終試験の実施 

    5月に各大学へ、①材料、②加工・整理、③企画・設計・生産、④流通・消費の 4分野に

ついて 200問程度の問題集を送付する。各大学では、最終試験を実施する目的などを学生に

周知し、2023年度からの実施をめざす。 

  ②専修資格制度の導入 

    2022年度の導入に向けて、各大学院へ周知し、準備を進める。 

 

（２）年次報告書の審査〔大学部会〕 

大学からの年次報告書に基づき、カリキュラム編成、単位数、教員組織、施設設備など関係

事項を審査基準に従って審査する。 

時期 内容 

6月末日 報告書の提出締め切り 

8月初旬 審査 

9月 結果通知の送付 

（３）ＴＡ資格の認定 

   認定大学において、協会認定・登録カリキュラムを履修して卒業した学生に交付する。 

  時期 内容 

11月初旬 認定証交付申請要領の大学への送付 

2023年 2月上旬 認定証交付申請書の提出締め切り 

2023年 3月 31日 認定日 

   ※「テキスタイルアドバイザー実習」については、2022年度までの暫定措置として「実施

することを推奨するものの、1級ＴＡの必修とはしない」こととする。 

     この措置により、1級ＴＡの認定に必要な単位数は、必修科目が 24単位から 23単位、

選択科目を含めた単位数は 43単位から 42単位となる（ＴＡ実習の単位数分を減ずる）。 

（４）「ＴＡの集い」活動への支援〔ＴＡ部会〕 

   ＴＡ有資格者が関東、中部、関西の 3支部において、会員相互の情報交換および自己研さん

のために、勉強会や見学会などを実施している。ＴＡが能力を向上させ、ビジネススキルを磨

くことにより社会で活躍できるようにサポートする。 

（５）ＴＡ交流プロジェクト〔ＴＡ部会：ＴＡ交流プロジェクト〕 

     学生に対して社会で活躍するＴＡが、資格取得の意義、社会で役立った知識、就職活動な

どの経験談を伝え、学生のＴＡ取得に対するモチベーションを高めて、ＴＡ取得希望者を増や

すことを目的としている。担当は、ＴＡの集い幹事、ＴＡ資格を有する常任委員を中心に実施

しているが、コロナ禍の状況では、対面での交流会が開催できず、映像によるコミュニケーシ
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ョンとなっている。このＴＡ交流会は養成大学や学生から好評を得ており、10月から使用す

る映像についてプロジェクトで検討する。コロナが収束し対面授業ができる状況が訪れた場合

には、大学の要請により対面での交流会も模索する。 

 

２．繊維製品品質管理士（ＴＥＳ）関連事業 

（１）ＴＥＳ試験の実施・認定・登録〔ＴＥＳ試験委員会〕 

  ①新規登録試験（第 41回） 

日程 内容 

4月 1日 要項公示 

5月 1日～5月 20日 出願受付 

7月 10日 試験日 

【試験場】 

 ・東京試験場……ベルサール東京日本橋 

 ・名古屋試験場…名古屋外国語大学 名駅キャンパス 

 ・関西試験場……京都女子大学 

 ・福井試験場……フェニックス・プラザ 

 ・倉敷試験場……倉敷ファッションセンター 

 ・福岡試験場……ＪＲ博多シティ会議室 

9月中旬 合否判定 

9月中旬 合否通知 

10月 5日 登録申請受付締め切り 

11月 1日 認定日 

 

  ②登録更新試験（第 1期、6期、11期、16期、21期、26期、31期、36期の 1,691人が対

象） 

登録更新試験免除者は 709人、登録更新試験受験者は 982人である。 

日程 内容 

3月中旬 試験要領通知 

4月 1日～4月 15日 代替措置受付 

4月下旬 代替措置可否の通知 

6月 1日～6月末日 試験受付 

9月上旬 合否判定 

9月中旬 合否通知 

10月 5日 更新申請受付締め切り 

11月 1日 認定日 

    ※新型コロナウイルス感染症拡大のため、今年度の更新該当者の代替措置の申請に必要な

ＴＥＳ会参加実績 8回を 7回に変更する。 

（２）ＴＥＳ将来構想プロジェクト〔ＴＥＳ試験委員会、ＴＥＳ部会〕 

中長期的な視野に立ち、企業や社会からＴＥＳに何が求められているのか、これからのＴＥ

Ｓのあるべき姿、制度、試験内容などについて、プロジェクトチーム（2020年 12月発足）で

検討を重ねている。今年度は、TES受験のためのテキスト「繊維製品の基礎知識シリーズ」の

改訂作業を開始する。 

  〔プロジェクトメンバー〕 

島﨑恒藏副会長、永野暁副会長、藤田雅夫委員、金森久宙委員、清嶋展弘委員、 
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永野孝志委員 

 

（３）苦情衣料品収集〔ＴＥＳ部会：苦情衣料品収集プロジェクト〕 

   苦情衣料品を収集し、ＴＥＳ会活動および今年度に延期された 50周年記念事業の「ＴＥＳ

品質情報展」に活用する。また、アパレル企業やクリーニング団体などへも協力を要請する。 

〔メンバー〕 

ＴＥＳ会各支部、(一財)ボーケン品質評価機構、(一財)カケンテストセンター、 

(一財)日本繊維製品品質技術センター、関西繊維商品めんてなんす研究会など 

（４）ＴＥＳ会活動への支援〔ＴＥＳ部会〕 

  ①各支部活動への支援 

   東日本・中部・西日本（九州を含む）・北陸・中国支部における勉強会、研究会、見学会な

どの自己研さん活動、およびＴＥＳ相互の情報交流が活発に推進できるようＴＥＳ会活動を

支援する。 

  ②関連する行政機関との連携 

    経済産業省や消費者庁との情報交換会を開催し、最新情報を入手するとともに行政との連

携を強化する。 

  ③『ＴＥＳ会通信』の発行（4月、6月、8月、10月、12月、2023年 2月） 

 

３．出版事業〔出版部会〕 

（１）ＴＡテキスト 

  『ファッションビジネスの基礎知識』（仮称）の発刊 

「ファッションビジネス論」、「マーケティング論」、「ファッション販売論」の 3つのテキス

トを 1冊にまとめ発刊する。 

発刊時期：2023年 1月 

執筆者：藤田雅夫委員、依田素味委員、大川知子委員、大橋正男委員、吉井健委員 

（２）ＴＥＳ試験参考テキスト〔ＴＥＳ試験委員会〕 

  ①『試験問題集（2020年・2021年・2022年分）』発刊（11月） 

  ②『繊維製品の基礎知識シリーズ（新訂 5版）』の検討を開始する。 

    発刊：2023年 10月 

    編集担当者：第 1部…島﨑恒藏委員、永野暁委員 

          第 2部…清嶋展弘委員、永野孝志委員 

          第 3部…藤田雅夫委員、金森久宙委員 

    ※必要に応じて執筆協力者を要請する。 

 

４．研修関連事業〔研修部会〕 

（１）ＴＡ養成教員のためのブラッシュ・アップ講座 

   北陸エリアを候補地とし、2023年 3月に実施する。 

 

５．調査関連事業〔調査部会〕 

  衣料の使用実態調査、トピックス調査については、2021年度実施分のデータを分析し、報告

書を刊行する。 

（１）衣料の使用実態調査 

 2021年度実施分 2022年度実施 

対象者 学生…26校、581人 学生…26校 

依頼時期 2021年秋 2022年秋 
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回収 2022年 2月 2023年 2月 

報告書刊行 2022年 11月 2023年 11月 

（２）トピックス調査 

 2021年度実施分 2022年度実施 

テーマ 衣服と環境に関する調査 未定 

対象者 学生…26校、541人 学生（人数未定） 

依頼時期 2021年秋 2022年秋 

回収 2022年 2月 2023年 2月 

報告書刊行 2022年 11月 2023年 11月 

（３）就職状況調査 

   3月卒業のＴＡ取得者の就職先を、4月に各大学へ調査を依頼し、その結果を 6月にフィー

ドバックする。 

 

６．広報事業 

（１）ＴＡ関連〔ＴＡ部会〕 

   高校生・大学生にも理解しやすいパンフレットを作成し、広報活動を推進する。 

①大学新入生向け 

   ・ポスターやパンフレットを会員大学へ送付する（3月）。 

   ・ＴＡに興味をもってもらえるようオープンキャンパスなどで配布する。 

②高校生向け 

   ・ポスターやパンフレットを全国約 1,300の高等学校の家庭科教員へ送付する（5月）。 

   ・全国高等学校協会「家庭部会報」、「会員名簿」に広告を掲載する。 

   ・全国高等学校家庭クラブ連盟「Future Homemakers of Japan」、「家庭クラブ研究発表大会

資料」に広告を掲載する。 

  ③業界向け 

   ・ＴＥＳ試験のＰＲ企業や団体に、ＴＡパンフレットや印刷物を郵送し、ＴＡの知名度向上

および就職先の開拓を図る。 

・ＴＥＳ会と連携することで、ＴＡの認知度向上を図る。 

  ④日本アパレル・ファッション産業協会などと連携し、情報交換会を開催して、ＴＡのＰＲを

実施する。 

  ⑤ＳＮＳ（Instagram、Twitter）で、ＴＡおよびＴＡ養成大学について発信する。 

（２）ＴＥＳ関連〔ＴＥＳ部会〕 

  ①ポスター、パンフレットを業界団体・企業・行政機関・大学等へ送付し、ＴＥＳの認知度を

高め、受験者を増やす。 

   ＜依頼先＞ 

    繊維関係（ファッション、インテリア、寝装寝具、産業用）の業界団体・検査機関、繊維

業界の企業、ネット企業、ショッピングセンターや駅ビルなどのディベロッパー、国民

生活センター・消費生活センター・繊維工業試験場などの行政機関、教育機関（大学・

専門学校ほか）など 

  ②企業や団体を訪問し、社会のなかでＴＥＳに求められる資質などについて現状を把握する。 

③ＴＥＳの社会的な存在意義を訴え受験を推奨する。 

  ④業界専門誌、学会誌などへ試験実施要項を掲載し広報する。 

⑤繊研新聞へＴＥＳ試験問題、解答、合格者の企業一覧などの情報を掲載し広報する。 

（３）会報・ミニ情報の発行〔会報・ミニ情報部会〕 

   ＴＡ、ＴＥＳ、協会事業などを社会（関係先）や会員にＰＲする。 
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会報 第 196号（4月 1日発行） 

第 197号（7月 1日発行） 

第 198号（10月 1日発行） 

第 199号（2023年 1月 1日発行） 

ミニ情報 4月、6月、8月、10月、12月、2022年 2月発行 

 

７．関係団体等連携事業 

  次のとおり委員を派遣する。 

関係団体等 氏名・役職 任期 

日本繊維製品・クリーニング協議会 大橋正男委員 

（理事） 

2022年 6月総会

まで 

（一社）繊維評価技術協議会：「繊維製品の取扱

いに関する表示記号等に関する JIS開発」事業 

近藤美文事務局長

（委員） 

2023年 2月末日

まで 

  その他、繊維の製造・加工・流通関係団体、検査機関等との連携 

 

８．事務局運営事業 

（１）ホームページ活用の推進 

   ・ＳＮＳによるＴＡなどの広報活動 

・ＴＥＳ会行事案内・変更時のＨＰの活用 

・ＴＡの集い行事案内、変更時のＨＰの活用 

・書籍申込受付 

・住所変更などの利用促進 

（２）省力化、効率化、働き方改革の推進 

   ・業務内容の見直し 

   ・書籍、書類等の整理 

（３）定款・規則・規程等の整備 

 

 

Ⅲ．創立５０周年記念事業 

2021年度にコロナ禍により実施できなかった事項を 2022年度に実施する。 

１．プロジェクトメンバー 

  責任者：小林茂雄会長 

  マネージャー：島﨑恒藏副会長、永野暁副会長 

  メンバー：大塚美智子委員、牛田智委員、藤田雅夫委員、各リーダー 

 

２．内容 

 （１）ＴＥＳ品質情報展［ＴＥＳ部会］ 

ＴＥＳ会各支部で予定していた「ＴＥＳ品質情報展」を 2022年度に開催する。日程につ

いては秋ごろを予定。実施内容は、支部により一部変更を伴う。 

（２）海外研修旅行［研修・大学部会］ 

世界的なコロナ感染拡大により 2022年度に海外研修旅行が実施できるかは未定である

が、2022年度～2023年度に実施するための準備を開始する。 


